
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 74 号  

４号  

１  ８  

平 成 ２ 7 年 1 1 月 １ 日  発 行   ま ほ ろ ば 本 社  

〒 ４ ９ ６ － ０ ８ ３ ４  津 島 市 南 本 町 二 丁 目 １ 番 地   電 話 ０ ５ ６ ７ ( ２ ２ ) ５ ７ ６ ６  

新聞  11 月号  

 

１ １ 月 １ ８ 日 ( 水 )  ま ほ ろ ば 御 膳  
１ １ 月 ３ ０ 日 ( 月 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ １ 月 １ ７ 日 ( 火 )  食 レ ク ( ベ ビ ー カ ス テ ラ )  

１ １ 月 １ ８ 日 ( 水 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ １ 月 １ ９ 日 ( 木 )  外 出 行 事 ( 七 宝 ｱ ｰ ﾄ ﾋ ﾞ ﾚ ｯ ｼ ﾞ )  

～ ２ ０ 日 ( 金 )  

１ １ 月 ２ ４ 日 ( 火 )  ひ ば り の 会 ( カ ラ オ ケ )  

１ １ 月 ２ ５ 日 ( 水 )  習 字  

１ １ 月 ３ ０ 日 ( 月 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 

１ １ 月 １ ８ 日 ( 水 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ １ 月 ３ ０ 日 ( 月 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ １ 月 １ ６ 日 ( 月 )  パ ン 教 室 ( ﾊ ﾞ ﾅ ﾅ ｸ ﾘ ｰ ﾑ ﾊ ﾟ ﾝ )  

１ １ 月 １ ７ 日 ( 火 ) ～ ２ ０ 日 ( 金 ) 外 出 ﾚ ｸ ( 祖 父 江 緑 地 )  

１ １ 月 １ ８ 日 ( 水 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ １ 月 ２ ４ 日 ( 火 )  お 抹 茶 会  

１ １ 月 ２ ５ 日 ( 水 )  ボ ラ ・ 琴 吉 会  

１ １ 月 ２ ６ 日 ( 木 )  ボ ラ ・ フ ル ー ト  

１ １ 月 ２ ７ 日 ( 金 )  食 レ ク ( 芋 き ん つ ば )  

１ １ 月 ３ ０ 日 ( 月 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 食 レ ク ( 芋 き ん つ ば )  

 

１ １ 月 に 入 り 、 外 へ 出 る と あ ち ら こ ち ら の 木 々 が き れ い に 色 付 き 秋 の 深 ま り を 感 じ  

ま す 。 ま す ま す 朝 晩 の 冷 え 込 み も 厳 し く な っ て 参 り ま す の で お 身 体 を ご 自 愛 下 さ い 。  

ま た 、 ま ほ ろ ば で は 楽 し ん で 頂 け る よ う １ １ 月 も さ ま ざ ま な 行 事 を ご 用 意 し て お り ま

す 。 皆 様 が い ら っ し ゃ る の を 楽 し み に ま ほ ろ ば 職 員 一 同 お 待 ち し て お り ま す 。  

 

 

１ ２ 月  ２ 日 ( 水 )  は な の 木 ( 大 正 琴 )  

１ ２ 月  ７ 日 ( 月 )  食 レ ク  

１ ２ 月  ８ 日 ( 火 )  絵 手 紙  

１ ２ 月  ９ 日 ( 水 )  お 抹 茶 の 日  

１ ２ 月 １ ２ 日 ( 土 ) ～ １ ８ 日 ( 金 )  お 誕 生 日 週 間  

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 )  バ ル ー ン ア ー ト  

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 ) ～ ２ ５ 日 ( 金 )  ク リ ス マ ス 週 間  

１ ２ 月 ２ ６ 日 ( 土 )  食 レ ク  

１ ２ 月 ２ ９ 日 ( 火 )  お 抹 茶 の 日  

１ ２ 月 ３ １ 日 ( 木 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 ) ～ ２ ５ 日 ( 金 )  ク リ ス マ ス 週 間  

１ ２ 月 ３ １ 日 ( 木 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 

１ １ 月 １ ６ 日 ( 月 )  絵 手 紙 、 お 抹 茶 の 日  

１ １ 月 １ ７ 日 ( 火 )  独 唱  服 部 様  

１ １ 月 １ ８ 日 ( 水 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

         ひ ば り の 会 ( 歌 謡 シ ョ ー )  

１ １ 月 １ ９ 日 ( 木 )  外 出 レ ク ( 紅 葉 狩 り )  

１ １ 月 ２ ６ 日 ( 木 )  パ ン 教 室  

１ １ 月 ２ ７ 日 ( 金 )  食 レ ク ( 手 作 り 八 ッ 橋 )  

お 抹 茶 の 日  

１ １ 月 ２ ８ 日 ( 土 )  書 道 教 室  

１ １ 月 ３ ０ 日 ( 月 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 

 

ボ ラ ン テ ィ ア さ ん や 、 食 レ ク 、 行 事 食 に  

つ い て の 予 定 で す 。 そ の 他 毎 日 た の し い イ ベ  

ン ト を ご 用 意 し て お り ま す 。  
行事予定  

津島ショートステイ  

愛宕デイサービス  

大当郎デイサービス  

大当郎有料老人ホーム  

１ ２ 月  １ 日 ( 火 )  影 絵 ( ほ た る )  

１ ２ 月  ２ 日 ( 水 )  ボ ラ ・ フ ラ ダ ン ス  

１ ２ 月  ３ 日 ( 木 )  食 レ ク ( ブ ッ シ ュ ド ノ エ ル )  

１ ２ 月  ７ 日 ( 月 )  パ ン 教 室 ( ハ ム ロ ー ル パ ン )  

１ ２ 月  ８ 日 ( 火 )  お 抹 茶 会  

１ ２ 月  ９ 日 ( 水 )  食 レ ク ( ブ ッ シ ュ ド ノ エ ル )  

１ ２ 月 １ ０ 日 ( 木 )  ボ ラ ・ 塗 り 絵  

１ ２ 月 １ ２ 日 ( 土 ) ～ １ ８ 日 ( 金 ) お 誕 生 日 週 間  

１ ２ 月 １ ４ 日 ( 月 )  ボ ラ ・ テ ィ ン カ ー ベ ル  

１ ２ 月 １ ６ 日 ( 月 )  ボ ラ ・ オ カ リ ナ  

１ ２ 月 １ ７ 日 ( 木 )  パ ン 教 室 ( ハ ム ロ ー ル パ ン )  

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 ) ～ ２ ５ 日 ( 金 ) ク リ ス マ ス 週 間  

１ ２ 月 ２ ９ 日 ( 火 )  食 レ ク ( ブ ッ シ ュ ド ノ エ ル )  

１ ２ 月 ３ １ 日 ( 木 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 ) ～ ２ ５ 日 ( 金 ) ク リ ス マ ス 週 間  

１ ２ 月 ２ ０ 日 ( 日 )  食 レ ク ( ク リ ス マ ス ケ ー キ )  

１ ２ 月 ２ ９ 日 ( 火 )  忘 年 会 ( 鍋 パ ー テ ィ ー )  

～ ３ ０ 日 ( 水 )   

１ ２ 月 ３ １ 日 ( 木 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

 

11 月  

12 月  

 

１ ２ 月 １ ７ 日 ( 木 )  食 レ ク ( ク リ ス マ ス ケ ー キ )  

～ １ ８ 日 ( 金 )   

１ ２ 月 １ ９ 日 ( 土 ) ～ ２ ５ 日 ( 金 ) ク リ ス マ ス 週 間  

１ ２ 月 ２ ３ 日 ( 水 )  お 軽 一 座 ( 津 軽 三 味 線 )  

１ ２ 月 ２ ９ 日 ( 火 )  忘 年 会 ( 鍋 パ ー テ ィ ー )  

～ ３ ０ 日 ( 水 )   

１ ２ 月 ３ １ 日 ( 木 )  ま ほ ろ ば 御 膳  

動 物 の 物 語 で 影 絵 ら し い

し な や か な 動 き に 感 動 で

す 。  

最 後 に は 利 用 者 様 も 参

加 し 、 社 交 ダ ン ス を 披

露 ！ 意 外 と み な さ ん お

上 手 で す ！  

 

 

 

今 年 の ま ほ リ ン ピ ッ ク は 玉 入 れ・パ ン 食 い 競 争 ・い か だ リ

レ ー を 行 い ま し た 。赤・白 に 分 か れ 白 熱 し た 運 動 会 に な り

ま し た ！ 職 員 も 飴 食 い 競 争 を 行 い 、 顔 が 真 っ 白 で す ！  

 

 

津島デイサービス  

今 月 は 季 節 に 合 わ せ さ つ ま い も を 使 っ

た お 餅 を 作 り ま し た 。 芋 を 潰 し て 片 栗

粉 ・ 牛 乳 を 入 れ 丸 め 、み た ら し あ ん を か

け て 出 来 上 が り で す 。  

津 島 の 秋 祭 り で 山 車 が ま ほ ろ

ば に 来 て 下 さ り ま し た 。 迫 力

の あ る 太 鼓 の 音 に み な さ ん 感

激 で す 。  

綺 麗 な 歌 声 に 合

わ せ 、 み な さ ん

も 一 緒 に 歌 っ て

い ま す 。  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

11 月号  

 

 

 

1 0 月 １ 6 日 (金 )  
北 海 道 の 郷 土 料 理 で し た 。 海 鮮 丼 は 「 酢 飯 の 味 も 良 く 美 味 し か

っ た 」 三 平 汁 は 「 具 だ く さ ん で 良 か っ た 」 と 好 評 で し た 。  

 

1 0 月 ６ 日 (火 )  
季 節 の 御 膳 で し た 。秋 が 旬 の り ん ご の サ ラ ダ は「 さ っ ぱ り と し

て 美 味 し か っ た 」ま た「 全 体 的 に 彩 り も 良 く 美 味 し か っ た 」と

の 声 を 頂 き ま し た 。  

 

11 月 6 日 (金 )は 、 鮭 い く ら ご 飯 ・ 鶏 の ザ ン ギ （ 唐 揚 げ ） や ラ ー メ ン サ ラ ダ な

ど の 北 海 道 の 郷 土 料 理 で す 。 真 っ 白 い プ リ ン の デ ザ ー ト も ご 用 意 し て お り ま す 。  

。  

11 月１ 8 日 (水 )は 、 魚 介 の ト マ ト 煮 込 み や ラ タ ト ゥ イ ユ 、 キ ャ ロ ッ ト ・ ロ ぺ （ 人

参 の サ ラ ダ ）、じ ゃ が い も の ポ タ ー ジ ュ な ど の フ ラ ン ス の 家 庭 料 理 を ご 用 意 し て お り ま す 。 

 

鶏 肉 の 栄 養 価  

鶏 の ザ ン ギ に 使 用 す る 鶏 肉 は 別 名 か し わ と も 呼 ば れ 、鶏 肉 の 脂 質 の 大 部 分 は 皮 に 含 ま れ

る た め 、 皮 を 取 り 除 け ば 高 た ん ぱ く で 低 カ ロ リ ー な 食 材 で す 。  

特 に 鶏 肉 の さ さ み は 柔 ら か く て 食 べ や す く 消 化 も 良 い た め 病 中 病 後 の 栄 養 補 給 に 適 し

て い ま す 。  

 

竹 の 子 の 栄 養 価  

竹 の 子 に 含 ま れ る チ ロ シ ン は 代 謝 を コ ン ト ロ ー ル す る ホ ル モ ン の 原 料 に な る 大 切 な 物

質 で す 。 ま た 竹 の 子 に は 便 通 を 良 く す る 働 き の あ る 食 物 繊 維 も 多 く 含 ま れ て い ま す 。  

 

1 0 月 2 9 日 (木 )  
秋 の 味 覚 を 使 用 し た 季 節 の 御 膳 で し た 。  

松 茸 ご 飯 は 「 ふ っ く ら と 炊 い て あ り 美 味 し か っ た 」  

エ ビ の 磯 辺 揚 げ は「 青 の り が と て も 良 い 味 だ っ た 」と 完 食 さ れ

て い た よ う で す 。  

 

７  

11 月 30 日 (月 )は 、 竹 の 子 ご 飯 ・ 炊 き 合 わ せ ・ 天 ぷ ら 盛 り 合 わ せ 、 サ ー モ ン サ

ラ ダ な ど の 秋 を 感 じ さ せ る 和 風 御 膳 を ご 用 意 し て お 待 ち し て お り ま す 。  

 

人 参 の 栄 養 価  

人 参 に は 西 洋 種 と 東 洋 種 が あ り ま す が 、西 洋 種 の 方 が 栽 培 が 簡 単 で カ ロ チ ン の 含 有 量 も

多 い た め 一 般 に 出 回 っ て い る の は ほ と ん ど 西 洋 種 で す 。秋 か ら 冬 に か け て が 一 番 お い し

い と 言 わ れ て い ま す 。  

～ 今 回 は 前 回 に 引 き 続 き 、  

若 年 性 型 認 知 症 に つ い て  

お 伝 え し ま す ～  

若 年 認 知 症 ～ 2～  

 

～ こ ん な 制 度 が 利 用 出 来 ま す ～  

 

自 立 支 援 医 療 （ 精 神 通 院 医 療 ）  
認 知 症 で 通 院 治 療 し て い る 場 合 、 医 療 機 関 や 薬 局 の 窓 口 で 支 払 う 医 療 費 の 自 己 負 担 が 1 割

に 軽 減 さ れ ま す 。た だ し 世 帯 の 所 得 や 疾 患 に 応 じ て 自 己 負 担 額 の 上 限 が 定 め ら れ て い ま す 。 

● 相 談 ・ 申 請 窓 口  

通 院 中 の 医 療 機 関 ま た は 、 お 住 ま い の 市 区 町 村 担 当 課 （ 障 害 福 祉 課 な ど ）  

 

障 碍 者 手 帳  
認 知 症 と 診 断 さ れ る と 「 精 神 障 害 者 保 険 福 祉 手 帳 」 を 取 得 で き ま す 。  

血 管 性 認 知 症 や レ ビ ー 小 体 型 認 知 症 な ど 身 体 症 状 が あ る 場 合 は 、「 身 体 障 害 手 帳 」に 該 当 す

る 場 合 も あ り ま す 。 こ れ ら の 手 帳 が あ れ ば 、 必 要 な サ ー ビ ス を 受 け る た め の 条 件 が あ る こ

と を 証 明 し た り 、企 業 の 障 碍 者 雇 用 枠 と し て 働 き 続 け る こ と が 可 能 と な る 場 合 が あ り ま す 。 

受 け ら れ る サ ー ビ ス 、 税 制 の 優 遇 措 置 、 公 共 交 通 料 金 や 施 設 の 利 用 料 の 割 引 等 が あ り 、 詳

細 は 窓 口 で お 尋 ね く だ さ い 。  

※ 医 療 機 関 に 担 当 す る 疾 患 で 初 め て か か っ た 日 （ 初 診 日 ） か ら 6 ヶ 月 経 過 し た 時 点 で の 障

害 の 程 度 で 決 め ら れ ま す 。  

● 相 談 ・ 申 請 窓 口  

お 住 ま い の 市 区 町 村 担 当 課 （ 障 害 福 祉 課 な ど ）  

 

障 害 年 金  
障 害 年 金 は 、 病 気 や け が で 仕 事 を 続 け る こ と が 困 難 と な っ た 人 や そ の 家 族 の 生 活 を 支 え る

た め の 公 的 年 金 で す 。  

 

 

ハ ロ ウ ィ ン に ぴ っ た り パ ン プ キ ン ポ テ ト 作 り ！  

お や つ に い た だ き ま す ！  

秋 祭 り で 山 車 登 場 に て 皆 様

大 喜 び さ れ ま し た ！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６  
３  

こんにちは、ケアマネです。  

 少 し ず つ 毎 日 寒 く な っ て き ま し た 。 今 年 も イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 シ ー ズ ン が 近 づ

い て き ま し た 。 高 齢 者 の イ ン フ ル エ ン ザ は 様 々 な 慢 性 疾 患 か ら 肺 炎 な ど を 伴 い 、 重

症 化 す る こ と が あ り ま す 。  

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 に は  

①  流 行 前 の ワ ク チ ン 接 種 が 有 効 で す 。  

②  手 洗 い や 手 指 の 消 毒 も 有 効 で す 。  

③  感 染 を 広 げ な い 、 も ら わ な い た め に も 、 マ ス ク の 着 用 。  

 

そ の 他  

部 屋 の 適 度 な 加 湿  

十 分 な 休 養 と バ ラ ン ス の と れ た 栄 養  

無 用 に 人 ご み に 入 ら な い こ と  

 

な ど も 大 切 で す 。  

 
健 康 に 気 を つ け て 風 邪 や イ ン フ ル エ ン ザ に か か ら な い よ う に  

こ れ か ら も 元 気 に 毎 日 を 過 ご し ま し ょ う ！  

訪問介護ステーション      です。  

訪 問 介 護 ス テ ー シ ョ ン ま ほ ろ ば  

 TEL  0567-55-9596 

サー ビス 提供 時間  

   7 :00～ 22 :00  

(時間 外 でも ご 相談 下さ い )  

土・日・祝 祭 日も 、訪 問 さ せて 頂 き ます 。 

今回 は、 訪問 介護 の援 助内 容を 一部 ご紹 介し ます  
 

身 体 介 護 サ ー ビ ス  
お 身 体 の 状 態 に 合 わ せ 、 専 門 的 な 介 護 サ ー ビ ス を ご 提 供 し ま す 。  

◌食 事 ・ 水 分 補 給   ◌更 衣 介 助 ・ 整 容   ◌入 浴   ◌排 泄 介 助   ◌洗 面 介 助  

◌体 位 変 換   ◌通 院 の 介 助 な ど  

※ サ ー ビ ス 内 容 、 回 数 、 時 間 は ケ ア プ ラ ン に 基 づ き 提 供 い た し ま す 。  
 

生 活 援 助 サ ー ビ ス  
暮 ら し を 尊 重 し 、 日 常 に 必 要 な 事 柄 に つ い て 援 助 を 行 い ま す 。  

◌一 般 的 な 調 理   ◌掃 除 ・ ゴ ミ 出 し   ◌買 い 物 や 薬 の 受 け 取 り   ◌洗 濯 な ど  

※ サ ー ビ ス 内 容 、 回 数 、 時 間 は 、 ケ ア プ ラ ン に 基 づ き 提 供 い た し ま す 。  

 
何 か ご 相 談 等  

ご ざ い ま し た ら 、  

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い 。  

 

ず ん だ 餅 っ て  

枝 豆 か ら 作 る ん で す よ ～ 。  

秋の運動会  

声 を 出 し て 歌 う こ と  

は 健 康 に い い で す ね 。  

パ ン 生 地 は 丁 寧 に 測 っ て … あ ん を 丸 め て

… 包 ん で … お い し い ん で す ！  

おめでとうございます！  

 

最 寄 の 当 社 事 業 所

の ケ ア マ ネ ま で 、

お 気 軽 に ご 相 談 く

だ さ い 。  

＜ 当 社 事 業 所 ＞  

津 島 ： 0 5 6 7 - 2 2 - 5 7 6 6   愛 宕 ： 0 5 6 7 - 5 5 - 9 5 9 6  大 当 郎 ： 0 5 2 - 3 6 4 - 7 7 0 1  

綱 引 き … 見 よ ！ 勝 利 の 顔 を ！    パ ン 食 い 競 争 … 小 学 校 以 来 か し ら ？  

パン教室（あんぱん作り） 

ど っ ち が お 手 本 か わ か ら な

い く ら い … お 上 手 で す ！  

セ ミ プ ロ で す も ん 聴

き ご た え あ り ま す ！  

音 色 に ウ ッ ト リ  

。  
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４  
５  

爽 や か な 風 に 誘 わ れ 戸 田 川 緑 地 公 園 に 行 っ て 来 ま し た 。  

真 っ 赤 な サ ル ビ ア の 花 が 私 た ち を 出 迎 え て く れ ま す 。  

秋 を 感 じ た 1 日 で し た 。  

美 味 し そ う な 香 り が 食 堂 に 広

が り ま し た 。タ コ と チ ー ズ 入 り

で ト ロ ト ロ で す 。  

大 き な 口 で ほ お ば っ て「 味 が す

ご く い い の よ 。」「 う ま い 、う ま

い 」 と 大 好 評 で す 。  

 

今 月 は 秋 の 旬 野 菜 か ぼ ち ゃ を 使 用 し ま し た 。  

あ ん こ と は 違 い 甘 す ぎ ず と の こ と で 利 用 者 の 皆 様 に 好 評 で し た 。  

今 月 は 様 々 な 和 柄 の 布 を 使 用

し ウ サ ギ の ス ト ラ ッ プ を 作 り

ま し た 。  

ウ サ ギ の 型 取 り 、 切 り 取 り が

大 変 で し た が 皆 様 無 事 完 成 す

る こ と が で き ま し た ！  

今 回 の 外 出 は ち ょ っ と 足 を 延 ば し て 庄 内 緑 地 公

園 ま で 行 っ て 来 ま し た 。  

コ ス モ ス だ け で な く 、ど ん ぐ り も 落 ち て い た り と

多 く の 秋 を 感 じ る こ と が で き ま し た  

皆 様 に 細 く 生 地 を 整 え て 頂 き 油 で カ リ ッ と 揚 げ て み ま

し た 。 外 側 は カ リ ッ と 、 内 側 は ふ わ っ と し て い て と て

も お い し か っ た で す 。  

お 好 み で 黒 蜜 餡 や 胡 麻 を か け て い る 方 も み え ま し た 。  

 

町 内 の 秋 祭 り で 、  

こ ど も 獅 子 の 方 々  

が み え ま し た 。  

ご 利 用 料 金 ・ 部 屋 状 況 な ど 、 お 気 軽 に  

お 問 合 せ く だ さ い 。  
 

施 設 名 ： 大 当 郎 ケ ア セ ン タ ー ま ほ ろ ば  

場 所 ： 名 古 屋 市 中 川 区 大 当 郎 二 丁 目 1 1 0 8 番 地  

設 立 ： 平 成 2 4 年 8 月  

 

お 問 い 合 わ せ  

 

担 当 ： 池 田  

≪子 供獅 子≫  
近 所 の 子 供 た ち が 獅 子 と 共 に  

ま ほ ろ ば 訪 問 。  

「 わ っ し ょ い ！ 、 わ っ し ょ い ！ 」 の  

掛 け 声 で 皆 さ ん に 元 気 を 分 け て  

く だ さ い ま し た 。  


